
12
こ

の
広

報
紙

は
古

紙
を

配
合

し
た

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す

▲

ガ
イ

ド
む ら の

誕
 生

 石

ぼ く と わ た し の 絵

パ パ と マ マ

の ね が い

9
月

平
成

19
年

長
月

な
が
つ
き

Se
pt
em
be
r

サ
フ

ァ
イ

ア
（

青
玉

）
―

徳
望

・
誠

実
―

火 災 ・ 救 急 ・ 救 助 は （ 局 番 な し ） 11
9

○  戸 来 保 育 園 の 部165

　 佐 藤 　 那 奈 ち ゃ ん

　 Ｈ 18 ・ 11 ・ 14 生

　 （ 地 区 ） 西 越

　 （ パ パ ） 誠 　 　 （ マ マ ） 千 恵 子

▲

思 い や り の あ る 子 に な っ て ね 。

畑
中

　
歩

未
さ

ん
（

5
才

）

お
友

達
と

水
遊

び
を

し
ま

し
た

。
牛

乳
パ

ッ
ク

で
ジ

ョ
ー

ロ
を

作
り

ま
し

た
。

お
水

を
入

れ
た

ら
小

さ
な

穴
か

ら
シ

ュ
ー

ッ
と

出
て

き
ま

し
た

。お
魚

つ
り

ご
っ

こ
も

し
ま

し
た

。
楽

し
か

っ
た

で
す

。

沼
沢

　
　

茜
さ

ん
（

5
才

）

保
育

園
で

水
遊

び
を

し
ま

し
た

。
洗

剤
が

入
っ

て
い

た
入

れ
も

の
で

、
ピ

ュ
ー

ッ
と

水
を

出
し

て
遊

び
ま

し
た

。
暑

か
っ

た
け

ど
水

は
冷

た
く

て
気

持
ち

良
か

っ
た

で
す

。

小
沢

　
耀

穂
く

ん
（

5
才

）

み
ん

な
で

水
遊

び
を

し
ま

し
た

。
牛

乳
パ

ッ
ク

で
作

っ
た

船
を

水
に

浮
か

べ
ま

し
た

。
沈

ま
な

い
で

浮
か

び
ま

し
た

。
指

で
パ

チ
ン

と
は

じ
い

た
ら

前
へ

進
み

ま
し

た
。

楽
し

か
っ

た
で

す
。

橋
端

　
稜

人
く

ん
（

5
才

）

お
友

達
と

水
を

シ
ュ

ー
ッ

と
か

け
あ

っ
て

あ
そ

び
ま

し
た

。
自

分
で

作
っ

た
牛

乳
パ

ッ
ク

の
船

を
プ

ー
ル

に
浮

か
べ

ま
し

た
。

パ
ン

ツ
ま

で
ぬ

れ
た

け
ど

楽
し

か
っ

た
で

す
。

は
し

ば
り

ょ
う

と
こ

さ
わ

は
た

な
か

よ
う

す
い

ぬ
ま

さ
わ

あ
か

ね
あ

ゆ
み

燃
え
る
ゴ
ミ

収
　
集
　
日

戸
来
地
区
は
毎
週
月
曜
日・
木
曜
日（
祭
日
も
収
集
し
ま
す
）

西
越
地
区（
丹
内
沢
含
む
）は
毎
週
火
曜
日・
金
曜
日（
祭
日
も
収
集
し
ま
す
）

使
い
捨
て
商
品
の
購
入
を
自
粛
し
、
詰
め
替
え
で
き
る
商
品
を
選
び
ま
し
ょ
う

予
防
接
種
相
談
日
　
毎
週
月
曜
日
　
正
午
～
午
後
５
時
ま
で
　
TE
L
61
－
75
55

1
土

二
種
混
合
予
防
接
種

（
6
日
、
1
0
日
、
1
5
日
　
診
療
所
）

2
日

第
1
5
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

野
沢
中
学
校
修
学
旅
行
（
～
5
日
）

5
水

交
通
安
全
母
の
会
三
八
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
（
美
郷
館
）

不
要
犬
引
取
日

6
木

粗
大
ゴ
ミ
処
理
券
受
付
開
始
（
～
1
3
日
）

献
血
（
午
前
：
美
郷
館
　
午
後
：
診
療
所
）

7
金

資
源
ゴ
ミ
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

行
政
相
談
　
新
郷
温
泉
館
休
館
日

1
0
月

B
C
G
予
防
接
種

（
1
3：
0
0
～
1
3：
3
0
受
付
　
1
3
:3
0
～
接
種
　
診
療
所
）

1
2
水

戸
来
小
学
校
修
学
旅
行
（
～
1
4
日
）

敬
老
会
（
1
1：
0
0
～
　
美
郷
館
）

1
4
金

資
源
ゴ
ミ
（
缶
・
新
聞
等
5
品
目
）
収
集
日

1
5
土

郡
中
体
連
秋
季
大
会
（
～
1
6
日
）

1
6
日

第
3
4
0
回
子
ど
も
会
親
子
早
起
き
そ
う
じ

1
7
月

敬
老
の
日

あ
い
あ
い
学
級
料
理
教
室

1
9
水
（
1
3：
0
0
～
　
セ
ン
タ
ー
2
階
調
理
室
）

母
と
子
の
栄
養
教
室

（
1
1：
0
0
～
1
4：
0
0
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

2
0
木

粗
大
ゴ
ミ
収
集
日

2
1
金

資
源
ゴ
ミ
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

人
権
相
談

2
2
土

第
5
回
ど
よ
う
塾
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
）

2
3
日

秋
分
の
日
　
第
4
2
回
村
民
体
育
大
会

2
4
月

振
替
休
日

2
6
水

人
間
ド
ッ
ク
結
果
説
明
会

2
7
木

人
間
ド
ッ
ク
（
～
2
8
日
　
五
戸
町
健
診
セ
ン
タ
ー
）

燃
え
な
い
ゴ
ミ
収
集
日

2
8
金

第
3
7
回
郡
幼
児
教
育
研
究
大
会
（
美
郷
館
）

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
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7
月
2
3
日
、
金
ヶ
沢
公
園
に
お
い
て
高
齢
者
を
対
象
に

し
た
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
戸
来
駐
在
所
の

中
里
警
部
補
を
講
師
に
、
反
射
材
を
活
用
し
た
事
故
防
止
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

な な

夜
間
も
交
通
安
全

夜
間
も
交
通
安
全



２

　
７
月
31
日
（
火
）、
西
越
地
区

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
50
年
達
成
記

念
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
西
越
三
嶽
神
社
に
お
い

て
関
係
者
が
記
録
の
継
続
を
祈
願

し
、
そ
の
後
、
神
社
入
り
口
か
ら

記
念
パ
レ
ー
ド
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
に
は
青
森
県
警
察
音

楽
隊
、
西
越
地
区
の
保
育
園
児
や

小
中
学
生
、
婦
人
会
員
ら
合
わ
せ

て
約
２
０
０
名
が
参
加
。
西
越
地

区
公
民
館
ま
で
約
１
㎞
の
道
の
り

を
練
り
歩
き
、
交
通
安
全
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　
公
民
館
で
は
県
警
音
楽
隊
に
よ

る
記
念
演
奏
会
や
、
園
児
、
児
童

生
徒
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
記
念
式
典
で

は
、
記
念
表
彰
の
後
、
主
催
者
の

五
戸
地
区
安
全
協
会
西
越
支
部
長

木
村
明
氏
が
「
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の

記
録
を
更
に
継
続
す
る
」
と
あ
い

さ
つ
。
西
越
小
学
校
６
年
風
張
裕

人
さ
ん
と
野
沢
中
学
校
３
年
前
山

冬
美
さ
ん
が
交
通
安
全
作
文
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
五
戸
地
区
交
通
指
導
隊

西
越
支
隊
長
の
竹
村
福
松
氏
が
「
交

通
事
故
防
止
に
努
め
る
」
と
交
通

安
全
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
安
全
協
会
の
支
部
単
位
で
死
亡

事
故
ゼ
ロ
50
年
は
県
内
最
長
と
の

こ
と
。
更
に
記
録
が
更
新
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
記
念
表
彰
）

安
協
西
越
支
部
感
謝
状

　
　
川
代
　
務
氏（
前
西
越
支
部
長
）

　
　
西
越
保
育
園

　
　
西
越
小
学
校

　
　
野
沢
中
学
校

五
戸
警
察
署
長
・
五
戸
地
区
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰
、
新
郷
村

長
感
謝
状

　
　
安
協
西
越
支
部

〜
西
越
地
区
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
50
年
達
成
記
念
事
業
〜

記
録
の
継
続
を
祈
っ
て
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ど
よ
う
塾

第３回

ど
よ
う
塾

ど
よ
う
塾
せ
せ
ら
ぎ
学
級
。
食
生
活
改
善
推
進
員
会
共
催

朝
ご
は
ん
、
体
に
良
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
！

新
郷
村
成
人
祭

新
郷
村
成
人
祭

新
郷
村
成
人
祭

新
郷
村
成
人
祭

第39回

大
人
の
実
感　

晴
れ
や
か
に

ど
よ
う
塾

第４回

ど
よ
う
塾

ど
よ
う
塾

鉱
山
の
中
っ
て
、
寒
〜
い
！

　
７
月
27
日
（
金
）、
第
３
回
ど
よ
う
塾
が
村
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
大
人
と
子
ど
も
を
合
わ
せ
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
し
っ
か
り
食

べ
よ
う
！
　
簡
単
朝
ご
は
ん
メ

ニ
ュ
ー
」
。
講
師
は
、
去
年
も
来
て

頂
い
た
明
治
乳
業
管
理
栄
養
士
の

夏
井
昌
子
先
生
で
、
朝
ご
は
ん
の

大
切
さ
に
つ
い
て
勉
強
し
た
あ
と
、

オ
ー
プ
ン
オ
ム
レ
ツ
、
コ
ー
ン
リ

ゾ
ッ
ト
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

大
人
の
方
か
ら
切
り
方
を
見
て
も

ら
っ
た
り
と
協
力
し
な
が
ら
楽
し

く
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　
８
月
９
日
（
木
）、
参
加
者
12
名
を
乗
せ
た
バ
ス
は
、
秋
田
県
の

マ
イ
ン
ラ
ン
ド
尾
去
沢
へ
。

　
午
前
中
は
、
園
内
の
芝
生
広
場
で
遊
ん
だ
り
、
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
体
験
。
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
で

は
自
分
の
得
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
友

達
と
比
べ
て
い
ま
し
た
。

　
昼
食
後
、
い
よ
い
よ
鉱
山
歴
史
の
坑
道

へ
。
入
口
に
は
い
っ
た
途
端
、
温
度
が
下

が
り
、
思
わ
ず
歓
声
が
。
一
、七
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
坑
道
を
歩
き
な
が
ら
、
当
時
の
鉱

山
の
様
子
や
き
ら
き
ら
光
る
岩
肌
な
ど
普

段
見
慣
れ
な
い
光
景
に
、
子
ど
も
た
ち
は
、

興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。

　
８
月
13
日
（
月
）、
新
郷
村
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
39

回
成
人
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
成

人
と
し
て
の
義
務
を
誓
い
あ
う
」

を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
こ
の
式
典

に
は
対
象
者
42
名
の
う
ち
39
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
新
成
人
の
滝
沢
洋
樹
さ

ん
の
朗
読
に
合
わ
せ
て
村
民
憲
章

を
全
員
で
唱
和
し
た
後
、
須
藤
良

美
村
長
が
「
広
い
心
と
豊
か
な
想

像
力
を
持
つ
世
界
の
中
の
日
本
人

と
し
て
、
ふ
る
さ
と
こ
の
新
郷
村

に
誇
り
を
持
ち
、
他
人
の
心
の
痛

み
が
わ
か
る
、
心
の
優
し
い
人
間

に
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
新
成
人

を
激
励
。
村
か
ら
の
記
念
品
を
佐

藤
麻
朱
美
さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
新
成
人
を
代
表
し
て
荻
沢
利
子

さ
ん
が
「
数
々
の
試
練
に
挑
み
な

が
ら
成
長
し
て
立
派
な
大
人
と
な

る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
「
二
十

歳
の
誓
い
」
を
さ
わ
や
か
に
述
べ

ま
し
た
。
参
列
し
た
村
議
会
議
長

を
は
じ
め
と
し
た
多
数
の
来
賓
か

ら
大
き
な
拍
手
が
あ
り
、
新
成
人

は
大
人
へ
の
自
覚
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、
京
都
市
立
神
川
小

学
校
教
諭
　
坂
根
真
弓
氏
を
講
師

と
し
て
「
新
郷
か
ら
南
の
島
ヤ
ッ

プ
へ
　
〜
青
年
海
外
協
力
隊
と
し

て
〜
」
と
題
し
、
自
身
の
体
験
を

基
に
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
参
列
し
た
恩

師
と
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ぶ
笑

顔
が
随
所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
記

念
文
集
を
片
手
に
お
互
い
の
近
況

を
語
り
合
っ
た
り
、
記
念
撮
影
を

し
た
り
、
お
盆
の
ひ
と
時
を
有
意

義
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。



４

新
郷
俳
句
会

マ ン サ ク

不戦の

　誓い新たに

不戦の

　誓い新たに

不戦の

　誓い新たに
～新郷村戦没者追悼式～

青
葉
し
て
昨
日
も
今
日
も
雨
と
な
り�

福　

士　

香
芽
子

蕗
の
葉
に
野
苺
摘
ん
だ
野
良
帰
り�

鹿　

島　

と　

わ

夕
や
け
の
歌
の
流
れ
て
郷
の
暮
れ�

福　

山　

康　

子

郭
公
を
啼
く
だ
け
啼
か
せ
山
み
ど
り�

長　

峯　

ユ　

リ

梅
漬
け
る
一
人
居
の
姉
と
長
電
話�

　
　

根　

リ　

サ

梅
干
し
の
弁
当
ひ
と
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

戸　

来　

れ
い
子

残
さ
れ
し
梅
漬
け
確
か
に
亡
母
の
味�

小　

坂　

良　

子

梅
漬
け
て
年
中
行
事
ひ
と
つ
減
り

鹿　

島　

恵
美
子

薄
衣
叔
母
の
形
見
を
縫
い
直
す

村　

上　

て　

る

掌
に
受
け
し
自
慢
の
梅
干
頬
張
り
ぬ

金　

沢　
　
　

凡

　
戦
争
で
な
く
な
ら
れ
た
方
々

を
追
悼
す
る
「
新
郷
村
戦
没
者

追
悼
式
」
が
８
月
10
日
、美
郷

館
で
営
ま
れ
、
遺
族
、
関
係

者
ら
約
50
人
が
恒
久
平
和
を

祈
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
参
列
者
全
員

が
黙
祷
し
、
須
藤
村
長
が
「
住

み
よ
い
村
を
築
き
上
げ
る
た

め
、
よ
り
一
層
努
力
す
る
」
、

村
遺
族
会
会
長
a
峯
肇
さ
ん

が
「
郷
土
の
発
展
は
も
と
よ

り
世
界
平
和
の
た
め
に
努
力

す
る
」
と
追
悼
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
出
席
者
一
人
ひ

と
り
が
白
菊
を
献
花
し
、
戦

没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
金
ヶ
沢
マ
マ
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
が
「
ふ
る
さ
と
」
他

２
曲
を
追
悼
合
唱
し
、
美
し

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露
し
ま

し
た
。

の
い
ち
ご

さ
と

ふ
き

な

か
っ
こ
う

つ
た
し

は　

は

ぬ

て

う

じ
ま
ん

ほ
お

ば

お　

ば

う
す
ご
ろ
も
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村
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会（
下

栃
棚
結
花
会
長
）
は
７
月
24
日
、

恒
例
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦
を
行
い

ま
し
た
。
村
診
療
所
前
で
行
わ
れ

た
こ
の
作
戦
に
は
、
母
の
会
会
員
、

交
通
指
導
隊
、
五
戸
警
察
署
、
交

通
安
全
協
会
役
員
ら
25
名
が
参
加
。

会
員
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
清
涼
飲
料

水
、
交
通
安
全
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
笑
顔
で
配
布
す
る
と
と
も
に
「
安

全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
声

を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
２
日
、
間
木
ノ
平
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
畜
産
共
進
会
会
場
で
第

43
回
五
戸
地
方
畜
産
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
乳
用
牛

16
頭
、
肉
用
牛
46
頭
が
出
品
さ
れ
、

八
戸
家
畜
保
健
衛
生
所
長
ら
６
人

が
審
査
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
好
天
の
も
と
、

会
場
に
引
き
出

さ
れ
た
牛
た
ち

は
、
こ
の
日
の

た
め
に
よ
く
手

入
れ
さ
れ
て
お

り
、
来
賓
や
畜

産
農
家
ら
が
見

守
る
中
、
厳
し

い
審
査
を
受
け

ま
し
た
。
審
査

の
結
果
、
a
根

勇
悦
さ
ん
の
肉

用
牛
「
め
い
」

号
が
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
選
ば
れ
ま
し

た
。「
め
い
」
号

は
７
月
の
村
共

進
会
で
も
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
ら
の
牛
は
９
月
14
〜
15
日
に

七
戸
町
で
行
わ
れ
る
県
共
進
会
に

出
品
さ
れ
る
予
定
で
す
。

☆
は
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

乳
用
牛
の
部

第
１
部
　
　
a
根
　
　
豊
（
新
郷
）

第
２
部
　
　
長
井
　
　
進
（
新
郷
）

第
３
部
　
　
才
神
　
敏
夫
（
新
郷
）

肉
用
牛
の
部
（
黒
毛
和
種
）

第
１
部
　
　
小
泉
　
三
治
（
五
戸
）

第
２
部
　
　
長
根
　
　
規
（
新
郷
）

第
３
部
　
☆
a
根
　
勇
悦
（
新
郷
）

第
４
部
　
　
福
山
　
　
満
（
新
郷
）

第
５
部
　
　
北
上
　
金
作
（
五
戸
）

父
系
群
　
　
谷
地
村
桂
一
（
新
郷
）

　
〃
　
　
　
小
泉
　
三
治
（
五
戸
）

　
〃
　
　
　
佐
藤
　
節
雄
（
新
郷
）

母
系
群
　
※
崩
　
　
利
雄
（
新
郷
）

※
崩
利
雄
さ
ん
方
の
３
頭
が
選
ば

　
れ
ま
し
た
。

ス
ト
ッ
プ
！

　 

交
通
事
故
！

村
交
通
安
全
母
の
会

　
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦

自
慢
の
牛
が
勢
ぞ
ろ
い

自
慢
の
牛
が
勢
ぞ
ろ
い

第
43
回
五
戸
地
方
畜
産
共
進
会
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年
金
記
録
問
題
に
関
し
、
県
民
の
皆
様

に
多
大
な
ご
心
配
を
お
掛
け
し
、
公
的
年

金
制
度
へ
の
信
頼
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い

状
況
を
招
い
て
い
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
金
記
録
問
題
の
解
決
の
た
め
、
次
の

対
応
策
を
実
施
し
、
不
安
解
消
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

１
　
年
金
記
録
の
名
寄
せ
の
実
施

a
「
５
、０
０
０
万
件
」
の
記
録
と
す
べ

て
の
方
の
記
録
と
の
名
寄
せ
の
実
施

【
19
年
12
月
〜
20
年
３
月
を
目
途
】

s
「
１
、４
３
０
万
件
」・「
36
万
件
」
の

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
デ
ー
タ
を
磁

気
化
し
、
す
べ
て
の
加
入
者
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
記
録
を
名
寄
せ
し
結
果

を
通
知

【
20
年
５
月
ま
で
を
目
途
】

２
　
す
べ
て
の
方
へ
の
加
入
履
歴
の
お
知
ら
せ

　
　
（
ね
ん
き
ん
特
別
便
）

a
「
５
、０
０
０
万
件
」
の
名
寄
せ
の

結
果
、
記
録
が
結
び
付
く
と
思
わ
れ

る
方
へ
の
お
知
ら
せ

ア
　
既
に
年
金
を
受
け
取
ら
れ
て
い
る
方

イ
　
今
後
年
金
を
受
け
取
る
予
定
の
方

【
19
年
12
月
〜
20
年
３
月
を
目
途
】

s
そ
の
他
の
す
べ
て
の
方
へ
の
お
知
ら
せ

ア
　
既
に
年
金
を
受
け
取
ら
れ
て
い
る
方

【
20
年
４
月
〜
５
月
を
目
途
】

イ
　
今
後
年
金
を
受
け
取
る
予
定
の
方

【
20
年
６
月
〜
10
月
を
目
途
】

３
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
記
録
と
台
帳
等
の

突
合
せ

a
社
会
保
険
庁
が
保
管
す
る
国
民
年
金

の
特
殊
台
帳
の
記
録

s
市
町
村
が
保
有
す
る
国
民
年
金
の
被

保
険
者
名
簿
の
記
録

d
社
会
保
険
庁
が
保
管
す
る
厚
生
年
金

の
被
保
険
者
名
簿
・
原
票
の
記
録

【
進
捗
状
況
を
半
年
毎
に
公
表
】

４
　
「
年
金
記
録
第
三
者
委
員
会
」
（
総

務
省
）
に
お
け
る
記
録
確
認

　
社
会
保
険
庁
等
に
記
録
が
な
く
、
ご

本
人
も
領
収
書
等
が
な
い
事
例
に
つ
い

て
、
個
別
に
、
ご
本
人
の
立
場
に
立
っ

て
、
公
正
に
判
断
。

５
　
相
談
体
制
の
拡
充

a
市
町
村
に
お
け
る
巡
回
相
談
を
定
期

的
・
計
画
的
に
実
施

s
企
業
ご
と
の
「
年
金
相
談
窓
口
」
の

設
置
な
ど
、
企
業
等
に
お
け
る
年
金

に
関
す
る
相
談
機
能
を
充
実

６
　
新
た
な
年
金
記
録
管
理
シ
ス
テ
ム
の

構
築

a
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連

携
し
、
住
所
異
動
、
氏
名
変
更
、
死

亡
と
い
っ
た
変
動
が
年
金
管
理
記
録

に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
に
転
換

【
23
年
度
中
を
目
途
】

s
一
人
一
枚
の「
社
会
保
障
カ
ー
ド
」（
仮

称
）
を
導
入
し
、
自
宅
に
お
い
て
も

で
き
る
、
常
時
、
安
全
か
つ
迅
速
な

年
金
記
録
の
確
認
を
実
現

【
23
年
度
中
を
目
途
】

　
今
ま
で
は
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
た
結

果
、
年
金
が
増
額
さ
れ
た
場
合
で
も
、
時

効
消
滅
に
よ
り
直
近
の
５
年
間
分
の
年
金

に
限
っ
て
お
支
払
い
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
年
金
時
効
特
例
法
の
施
行
に
よ

り
、
時
効
消
滅
す
る
こ
と
な
く
全
期
間
さ

か
の
ぼ
っ
て
お
支
払
い
し
ま
す
。

１
　
対
象
と
な
る
方

a
既
に
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
方

ア
　
年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
年
金
額

が
増
え
た
方

　
〔
老
齢
・
障
害
・
遺
族
年
金
の
時
効

消
滅
分
が
全
期
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

払
わ
れ
ま
す
〕

イ
　
年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
年
金
の
受

給
資
格
が
確
認
さ
れ
、
新
た
に
年
金
を

お
支
払
い
す
る
こ
と
と
な
っ
た
方

　
〔
老
齢
・
障
害
・
遺
族
年
金
の
時
効

消
滅
分
が
全
期
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

払
わ
れ
ま
す
〕

ウ
　
ア
や
イ
に
該
当
す
る
方
が
、
亡
く

な
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
ご

遺
族
の
方

　
〔
未
支
給
年
金
の
時
効
消
滅
分
が
支

払
わ
れ
ま
す
〕

s
今
後
、年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る
方

・
今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
た
結

果
、
年
金
額
が
増
額
と
な
る
方

２
　
必
要
な
手
続
き

a
今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る
方

・
記
録
の
訂
正
の
手
続
き
以
外
に
特
別

の
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金

記
録
の
訂
正
に
合
わ
せ
て
自
動
的
に

手
続
き
を
行
い
、
５
年
を
経
過
し
た

分
の
年
金
額
も
お
支
払
い
し
ま
す
。

s
既
に
、
年
金
を
受
給
開
始
後
に
年
金
記

録
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
受
給
者
の
方

・
で
き
る
限
り
簡
単
に
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
必

要
な
記
載
事
項
を
印
字
し
た
用
紙
を

順
次
発
送
い
た
し
ま
す
。

（
平
成
19
年
９
月
〜
）

※
今
す
ぐ
に
手
続
き
を
す
る
場
合
は
、
お

近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
に
、
必
要
な

書
類
を
ご
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５
ま
た
は
、

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

よ
り
詳
し
い
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w

w
.sia.go.jp/

年　　金　　だ　　よ　　り

年
金
記
録
問
題
へ
の
対
応
策
に

つ
い
て

年
金
時
効
特
例
法
に
つ
い
て
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雇用保険法が変わります！

よろしく
お願いします

よろしく
お願いします

よろしく
お願いします

●農業委員会の組織が次のように決まり
ました。
会　　長　村　岡　和　俊　氏（中　里）
職務代理者　永　野　信　一　氏（石無坂）

●人権擁護委員に次の方が委嘱されました。
小　h　ケイ子　氏（中通り）
任　期　平成１９年７月１日から３年間

退任人権擁護委員
工　藤　　　進　氏（田　中）
　　　　平成１９年７月１日付け
　　　　（任期満了）

　環境省から平成１９年度環境カウンセラーの募集案内
がありました。
　環境カウンセラーとは、市民活動や事業者の中での環
境保全に関する専門的な知識や豊富な経験を有し環境保
全活動に関する助言などを行う人材として、環境省の行
う審査を経て登録された方々です。
　募集内容及び申請に当たっては、下記ホームページを
ご覧いただくか担当機関あてに問い合わせの上、直接手
続きするようお願い致します。
http://www.env.go.jp/policy/counsel/index.html

・環境カウンセラー登録制度に関する問い合わせ先
　環境省総合環境政策局環境教育推進室
　TEL：03－3581－3351（内線6271）FAX：03－3580－9568

・募集要項の送付に関する問い合わせ先
　環境省東北地方環境事務所　環境対策課  担当：伴
　TEL：022－722－2873（直通）FAX：022－724－4311

よろしく
お願いします

ばん

「平成１９年度環境カウンセラー募集」のお知らせ

１　雇用保険の受給資格要件が変わります
※これまでの週所定労働時間による被保険者区分（短時間労働者以外の一般被保険者／短時間被保険

者）をなくし、雇用保険の基本手当の受給資格要件を一本化します。
※原則として、平成19年10月１日以降に離職された方が対象となります。

　　　　　　　　・短時間労働者以外の一般被保険者
　　　【旧】　　　　　　　　　　　→　６月（各月14日以上）
　　　　　　　　・短時間労働被保険者（週所定労働時間20～30時間）
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　12月（各月11日以上）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　雇用保険の基本手当を受給するためには、週所定労働時間の長短に
　　　【新】　　かかわらず、原則12月（各月11日以上）の被保険者期間が必要。
　　　　　　　　※倒産・解雇等により離職された方は、６月（各月11日以上）が必要。

２　特例一時金の支給日数が変わります
※特例一時金の支給額を基本手当日額の30日分とします。
　ただし当分の間は40日分となります。
※平成19年10月１日以降に離職された方が対象となります。

３　育児休業給付の給付率が５０％に上がります
※給付率を休業前賃金の40％から50％に引き上げます。
※平成19年３月31日以降に職場復帰された方から平成22年
　３月31日までに育児休業を開始された方までが対象とな
　ります。

　　※育児休業給付の支給を受けた期間は、基本手当の算定基礎期間から除外されます
　　　（平成19年10月１日以降に育児休業を開始された方に適用）。

４　教育訓練給付の要件・内容が変わります
※本来は「３年以上」の被保険者期間が必要である受給要件を、当分の間、初回に限り「１年以上」

に緩和します。
※これまで被保険者期間によって異なっていた給付率及び上限額を一本化します。
※いずれの措置も、平成19年10月１日以降に指定講座の受講を開始された方が対象となります。

　　　【旧】　　被保険者期間３年以上５年未満　20％（上限10万円）
　　　　　　　　被保険者期間５年以上　　　　　40％（上限20万円）
　　　　　　　　　
　　　【新】　　被保険者期間３年以上　　　　　20％（上限10万円）
　　　　　　　　（初回に限り、被保険者期間１年以上で受給可能）

雇用保険法が変わります！
青森労働局　八戸公共職業安定所

【旧】　　基本手当日額の　50日分

【新】　　基本手当日額の　40日分

【旧】　　  休業期間中　　　  30％
　　　　＋  職場復帰後６か月  10％

【新】　　  休業期間中　　　  30％
　　　　＋  職場復帰後６か月  20％
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平成１９年秋の全国交通安全運動
１　運動の期間
　　平成１９年９月２１日（金）～９月３０日（日）
２　運動の目的

　この時期は、秋の行楽による事故や、日没が早まる夕
暮れ時の事故が懸念されることから、県民一人ひとりに
交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と
正しい交通マナーの実践を習慣付けることにより、交通
事故を防止するものです。

３　運動の重点
　◆高齢者の交通事故防止
　◆飲酒運転の根絶
　◆夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
　◆後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

平成１９年「秋の全国交通安全運動」県民総決起大会開催のお知らせ
　「秋の全国交通安全運動」実施にあたり、県民の交
通道徳の向上と交通安全思想の普及を図り、交通事故
防止の徹底を期するため、下記のとおり開催します。
日時　平成１９年９月２０日（木）　１０：００～１１：１０
場所　青森県観光物産館「アスパム」正面玄関前広場
　　　（雨天の場合は、１階イベントホール）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

相談無料　青森相談センターへ
　　　　　‡０１７－７２３－１０２５
　　　　　（社）日本損害保険協会青森相談センター
■相談日　月曜日～金曜日
　　　　　午前９時～１２時　午後１時～５時
■専門の相談員がご相談に応じます。
■損害保険一般のご相談も受付します。
■青森市橋本２－１９－３　三井住友海上ビル６階
弁護士無料相談もあります。
　詳しくは次のとおり
■青森相談センター受付となります。
■毎月第４水曜日　午後１時～４時
　　予約制・要面談
※弁護士相談は、あらかじめ前日までに
　予約し、手持ち資料等ご持参ください。

交通事故で困った時、困った人のご相談は…

山菜採り等遭難防止のために

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

　安全に検針するため、メーターの位置から離れた場所に犬
をつないでいただきますようお願いいたします。
また、鎖の長さやゆるみ等の確認もお願いいたします。
東北電力㈱八戸営業所料金課　‡４３－５６２４

愛犬家のみなさまへ 検針業務にご協力を

火事・救急・救助は119

県内の交通事故概況（平成19年） 青森県交通対策協議会19.7.31現在

＊（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

毎月１日は「県民交通安全の日」１５日は「高齢者交通安全の日」

あなたも参加　わたしもやります  “交通安全”

死
者
の
状
態

発
生

死
者

傷
者

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 ３人（±  ０）

２９人（＋１０）

２３人（＋１２）

７人（＋  ２）

1人（－  1）

高齢者の死者 ～65歳以上の人～

自動車乗車中の死者

非 着 用 死 者

着 用 し て い れ ば 助 か っ た と 思 わ れ る 人

７月中 ７月末累計

５８６件（－２８） ３，７４８件（－４１２）

１２人（＋  ７） ５０人（＋  ２０）

７２５人（－４８） ４，７６０人（－５６２）

◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆

　「救急の日」の９月９日（日）を含む一週間（平
成１９年９月９日（日）から９月１５日（土）まで）
は「救急医療週間」となっています。
「もし、誰かがあなたの前で倒れたら・・・・」
　救急事故が発生した場合、近くに居合わせた人の
「早い通報」「早い応急手当」、そして救急隊員の
「早い救急処置」、更に病院での「早い救命医療」、
これらの行動が迅速に途切れることなく行なわれる
ことにより、大切な命を救うことができます。

救急車を利用する際には、正しい利用を心がけましょう。

消防に関する問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで  ‡７８－２１１９

　毎年、山菜採りなどで遭難する人が約３０名と後を絶
ちません。遭難は八甲田山や岩木山周辺で多く発生して
いますが、亡くなっている方も毎年数名います。遭難者
のほとんどは、山菜採りに夢中になって迷ったり、無理
をして崖等から転落しています。
　楽しい山菜採りなども危険と背中合わせということを
決して忘れないでください。また、山での遭難は、残さ
れた家族の悲しみはもちろんのこと、地域の方々に大変
迷惑をかけることになります。
　自分だけは大丈夫と思っている油断が遭難事故
の要因の一つです。以下の遭難事故防止の心得を
遵守し、遭難には十分注意してください。
１　入山前
○悪天候の日は、晴れた日とは全く違う姿を
　見せる恐ろしい山、入山は絶対に止める。
○家族に行き先、帰宅時間を知らせる。
○ペットボトル、チョコレート、あめ玉などの
　携行食や雨具、携帯電話、ライターなどを携行する。
○防寒装備にも十分気をつける。

○山と正反対の目立つ色の服装、寒さに備えた服装で入山する。
○単独での入山は止める。
２　入山時
○入山時に再度気象情報をよく確かめ、天候の急変が予

想される場合は入山を止める。
○山では入山場所の地形を確かめ、大木などの目標物を

定めておく。
○お互い声を掛け合い、位置を確認して行動する。
○自分の体力や体調にあわせて無理せずに行動する。
○崖や急斜面などの危険な場所は避ける。
○慣れた山でも決して油断しない。
○無理せず、早めの下山に心がけ、
　午後３時（日暮れ前）には下山する。
３　万が一迷ったら
○歩き回らず大木の陰や岩陰で風を防ぎ、火を焚くなど

して救助隊の助けを待つ。特に日没後の行動は危険です。
○捜索のヘリコプターの音が聞こえたら、広い場所で白

いタオルなどを振って合図する。

　慣れていると思っている山も、一歩踏み込め
ば知らない山です。山菜採りよりも大切な命、
遭難には十分気をつけましょう。

９月９日は『救急の日』９月９日は『救急の日』

ペット
ボトル

９月９日は『救急の日』



９　広報しんごう　H19・８

動物ふれあいフェスティバル 2007動物ふれあいフェスティバル 2007
日　　時　　１０月７日（日）・８日（月・祝）　午前１０時～午後４時

場　　所　　青森県動物愛護センター（青森市宮田字玉水１１９－１）

内　　容　　動物（犬、猫、馬、ヒツジ、ヤギ、ウサギ等）とのふれあい、
乗馬体験、動物パレード、獣医さんなりきり体験、盲導犬・
警察犬のデモンストレーション、犬のしつけ方教室など、楽し
いイベント盛りだくさんで皆様のお越しをお待ちしています。
入場無料です。

問い合わせ先　　青森県動物愛護センター　‡０１７－７２６－６１００
　　　　　　http://www.aomori.animal.jp

法務局からのお知らせ

　法務局では、１０月１日の「法の日」にちな
み法務局の所掌業務である登記や戸籍・国籍・
供託及び人権擁護に関する相談を９月２９日
（土）の休日に下記の場所で開設しますので
ご利用ください。
　相談内容は、土地・建物の登記、土地の境
界争い、遺産相続、戸籍の取扱い、国際結婚、
国籍の取扱い、家賃等の供託、借地・借家、
遺言、近所等のトラブル、セクシャルハラス
メント、子どものいじめや体罰問題など、
毎日の生活の中で困っている問題があるとき
は、お気軽にご相談ください。いずれも相談
は無料で、秘密は守られます。

○開 催 日　平成１９年９月２９日（土）

○時　　間　午前１０時～午後４時まで

○場　　所　八戸市根城９丁目１３－９
　　　　　　青森地方法務局八戸支局
　　　　　　地下会議室

○相談方法　面接方式　

○相談内容
　土地・建物の登記、土地の境界争い、遺
産相続、戸籍の取扱い、国際結婚、国籍の
取扱い、家賃等の供託、借地・借家、遺言、
近所等のトラブル、セクシャルハラスメント、
子どものいじめや体罰問題など

○相談担当者　司法書士・土地家屋調査士・
　　　　　　　人権擁護委員・法務局職員

○問い合わせ　青森地方法務局八戸支局
　　　　　　　総務課総務課長　築達
　　　　　　　‡２４－３３４６

　法務局及び人権擁護委員連合会では、子どもをめ
ぐる様々な人権問題に積極的に取り組むため、全国
一斉「子どもの人権１１０番」強化週間を下記１の
とおり実施します。
　また、青森地方法務局八戸支局では、全国一斉
「子どもの人権１１０番」強化週間において「いじめ」
などの子どもの人権問題に関する相談を下記２の
とおり開設しますのでご利用ください。
　相談内容は、子どものいじめや体罰問題及び子ど
もに対する暴行、虐待など、子どもをめぐる様々な
問題でお困りの方は、お気軽にご相談ください。
いずれも相談は無料で、秘密は守られます。

１　全国一斉「子どもの人権１１０番」強化週間
　a期　　間　９月１７日（月）～２３日（日）
　　　　　　　毎日午前８時３０分～午後７時まで
　s電話番号　子どもの人権１１０番
　　　　　　　‡０１２０－００７－１１０

２　「子どもの人権１１０番」特設相談所の開設
　a開 催 日　平成１９年９月２２日（土）
　s時　　間　午前１０時～午後５時まで
　d場　　所　八戸市根城９丁目１３－９
　　　　　　　青森地方法務局八戸支局３階総務課内
　　　　　　　‡２４－３３４６
　f相談方法　面接、電話相談
　g相談内容

子どものいじめや体罰問題、子どもに対する暴
行、虐待など

　h相談担当者　人権擁護委員（子どもの人権専門委員）
　　　　　　　法務局職員

問い合わせ先　青森地方法務局八戸支局総務課
　　　　　　　‡２４－３３４６

動物ふれあいフェスティバル 2007

全国一律「子どもの人権110番」強化週間の
実施及び「子どもの人権110番」相談所の開設

法務局なんでも相談所の開設
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人の動 き

男　1,572人（＋２人）
女　1,671人（＋３人）
計　3,243人（＋５人）

世帯数967世帯（＋1世帯）
（平成19年8月1日現在）

歌 会 始 の 詠 進 要 領

公的制度で設備投資を応援します

～設備貸与制度（割賦・リース）のご案内～

〈書式図　横長〉

（
山
折
り
）

お
題
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〒
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所
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話
番
号
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業

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

ふ

り

が

な

１　平成２０年歌会始のお題

　「火」（注）「火」には例えば、ともしび（灯火）・ほむら（火群）・ほなか（火中）などの用例がありますが、
　　　　　　　必ず「火」の文字を使用してください。

２　詠進歌の詠進要領
a詠進歌は、お題を詠み込んだ自作の短歌で一人一首とし、未発表のものに限ります。
s書式は、半紙（習字用の半紙）を横長に用い、右半分にお題と短歌、左半分に郵便番号、住所、電話番号、

氏名（本名、ふりがなつき）、生年月日及び職業（なるべく具体的に）を縦書きで書いてください（書式図参照）。
　　無職の場合は、「無職」と書いてください（以前に職業に就いたことがある場合には、なるべく元の職業を

書いてください。）。
　　なお、主婦の場合は、単に「主婦」と書いても差し支えありません。
d用紙は、半紙とし、毛筆で自書してください。ただし、海外から詠進する場合は、用紙は随意とし、毛筆で

なくても差し支えありません。
f病気または身体障害のため毛筆にて自書することができない場合は下記によることができます。

ア　代筆（墨書）による。代筆の理由、代筆者の住所及び氏名を別紙に書いて詠進歌に添えてください。
イ　本人がワープロやパソコンなどを使用して印字する。この場合、これら
　の機器を使用した理由を別紙に書いて詠進歌に添えてください。
ウ　視覚障害の方は、点字で詠進しても差し支えありません。

３　注意事項
　次の場合には、詠進歌は失格となります。
aお題を詠み込んでいない場合
s一人で二首以上詠進した場合
d詠進歌が既に発表された短歌と同一または著しく類似した短歌である場合
f詠進歌を歌会始の行われる以前に、新聞、雑誌その他の出版物、年賀状等により発表した場合
g２のfに記した代筆の理由書を添えた場合を除き、同筆と認められるすべての詠進歌
h住所、氏名、生年月日、職業を書いてないものその他この詠進要領によらない場合

４　詠進の期間
　お題発表の日から９月３０日までとし、郵送の場合は、消印が９月３０日までのものを有効とします。

５　郵便のあて先
　「〒１００－８１１１　宮内庁」とし、封筒に「詠進歌」と書き添えてください。
　詠進歌は，小さく折って封入して差し支えありません。

６　疑問がある場合には、直接、宮内庁式部職あてに、郵便番号、住所、氏名を書き、返信用切手
　　をはった封筒を添えて、９月２０日までに問い合わせください。

　中小企業の公的な支援機関である（財）２１あ
おもり産業総合支援センターでは、県内中小企業
者の皆様の設備投資を応援するため、低利かつ固
定金利で設備貸与制度（割賦・リース）を実施し
ております。
　対象となるのは機械、装置、車両等（土地・建
物は対象外）です。予算がなくなり次第申込みを
締め切りますので、設備の導入を検討されている
方はお早めに問い合わせください。当センターの
ホームベージからも情報を入手することができます。

○利　率　割　賦：年率１．９％または２．３％
　　　　　リース：月額１．３６２％～２．９８２％
○限度額　６，０００万円まで

（財）２１あおもり産業総合支援センター
設備投資課
　ＴＥＬ　０１７－７７５－３２３４
　ＵＲＬ　http://www.21aomori.or.jp/
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お涼み会
ミニアルバム
お涼み会
ミニアルバム

　８月４日、戸来保育園と西越保育園でそれぞれお涼み会が開催されま
した。保育所職員によるアトラクションや模擬店や盆踊りなどを親子で
楽しみました。子ども達の素敵な笑顔をどうぞ。
（左　戸来保育園　　　右　西越保育園）

お涼み会
ミニアルバム
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畑中　歩未さん（5才）

お友達と水遊びをしました。牛乳
パックでジョーロを作りました。
お水を入れたら小さな穴から
シューッと出てきました。お魚つり
ごっこもしました。楽しかったです。

沼沢　　茜さん（5才）

保育園で水遊びをしました。
洗剤が入っていた入れもので、
ピューッと水を出して遊びました。
暑かったけど水は冷たくて気持
ち良かったです。

小沢　耀穂くん（5才）

みんなで水遊びをしました。牛
乳パックで作った船を水に浮か
べました。沈まないで浮かびま
した。指でパチンとはじいたら前
へ進みました。楽しかったです。

橋端　稜人くん（5才）

お友達と水をシューッとかけあ
ってあそびました。自分で作っ
た牛乳パックの船をプールに
浮かべました。パンツまでぬれ
たけど楽しかったです。

はし ば りょう と こ さわ はた なかようすい ぬまさわ あかね あゆ み

燃えるゴミ

収　集　日

戸来地区は毎週月曜日・木曜日（祭日も収集します）

西越地区（丹内沢含む）は毎週火曜日・金曜日（祭日も収集します）

使い捨て商品の購入を自粛し、詰め替えできる商品を選びましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午～午後５時まで　TEL 61－7555

1 土
二種混合予防接種
（6日、10日、15日　診療所）

2 日
第15回青森県民駅伝競走大会
野沢中学校修学旅行（～5日）

5 水
交通安全母の会三八ブロック研修会（美郷館）
不要犬引取日

6 木
粗大ゴミ処理券受付開始（～13日）
献血（午前：美郷館　午後：診療所）

7 金 資源ゴミ（ペットボトル等２品目）収集日
行政相談　新郷温泉館休館日

10 月 BCG予防接種
（13：00～13：30受付　13:30～接種　診療所）

12 水
戸来小学校修学旅行（～14日）
敬老会（11：00～　美郷館）

14 金 資源ゴミ（缶・新聞等5品目）収集日
15 土 郡中体連秋季大会（～16日）
16 日 第340回子ども会親子早起きそうじ
17 月 敬老の日

あいあい学級料理教室

19 水
（13：00～　センター2階調理室）
母と子の栄養教室
（11：00～14：00　総合福祉センター）

20 木 粗大ゴミ収集日

21 金
資源ゴミ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
人権相談

22 土 第5回どよう塾（パークゴルフ大会）
23 日 秋分の日　第42回村民体育大会
24 月 振替休日
26 水 人間ドック結果説明会
27 木 人間ドック（～28日　五戸町健診センター）

燃えないゴミ収集日
28 金 第37回郡幼児教育研究大会（美郷館）

犬の登録と狂犬病予防注射
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　7月 23日、金ヶ沢公園において高齢者を対象に
した交通安全教室が開催されました。戸来駐在所の
中里警部補を講師に、反射材を活用した事故防止に
ついて学びました。

な

な

夜間も交通安全夜間も交通安全
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